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     第 4回 霧島市 10万本植林プロジェクト植林教室   平成 26年 12月 23日 

   

       宮脇先生と私たちといっしょに照葉樹の森をつくりました。 
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1 平成 26年 12月 23日（日）霧島市 10万本植林プロジェクト植林教室 

[植林前の姿] 

[マウンド（植樹基盤）づくり ] 

[ 完 成 ] 

[平成 26年 12月 23日（日）] 

 

 

2 宮脇昭方式霧島マイスター養成講座（霧島から世界へ） 

 いのちを守る森づくりー霧島から世界へー 

     

3 ドングリ環境学習及び体験活動 

① アラカシ等のドングリ種まき環境学習 

② ドングリ鉢上げ体験活動 

③ タブ・ヤマモモ・ヤマザクラなどの種まき、鉢上げ体験活動 

④ ドングリ拾い環境学習 

 

   4 小さな森（ポケットフォレスト）の普及 

 

   5 他の団体等の植林活動に参加 

 

6 自然生態系及び地球温暖化に関する活動 

 

7 自然関係諸団体等との交流 

 

8 霧島山系の植生など 

（1）  特記・・・植生から見た霧島 

（5）  特記・・・シカと生物多様性 

（6）  特記・・・霧島の里山 

 

 

 

 

 



活動報告書 

1 平成 26年 12月 23日（日）植林教室 

   第 4回霧島市 10万本植林プロジェクト植林教室 

（潜在植生による 照葉樹のもりづくり） 

  場所：霧島市国分上野原台地 

  樹種：58種 5,700本  面積：1,630㎡  参加者：600人 

  講師：植物生態学者 宮脇昭先生 

 

照葉樹の森づくり 

 森が二酸化炭素を吸収します。 

 日本人は古来、集落づくり、まちづくりに際し土地本来のふるさとの木によるふるさと

の森を守り、つくってきました。 

 森は様々な生命の源です。木々だけでなく、多種多様な生物が生息する生態系もつくり

あげています。私たちは、生命の源としての森を、その土地本来のドングリから苗を育て、

木を植えて再生する活動を通じ、自然への感謝の気持ちを持つとともに、地球の未来に貢

献したいと考えています。 

 今年は、58種 5,700本の木を植えました。 

   

[植林前の姿] 

        

       竹藪となっていました。適宜、潜在植生による生物多様性が確保された自然林再生を！！ 

 

 



[マウンド（植樹基盤）づくり ] 

      

      

      

   

マウンドを作らない平地植林の場合、樹木は地下への冷水を避けようとし、直根が伸び悩むため、 

  地上の生育が停止します。また、排水不良によって樹木が根腐れが起きやすくなります。マウンド 

にすると、森の形成が早くなります。高低差があるため、日光がまんべんなく当たるし、排水がよ 

くなるのです。 

 こうして植樹されたシイ・タブ・カシ類は、数百年以上生き延び、時間と共に多層群落の森を、みどり豊かな自

然環境を形成します。生物多様性に恵まれたダイナミックな森の力を維持します。 

 

 

 

 



[ 完 成 ] 

   

    

   いつ見ても感動的です。 



 

[平成 26年 12月 23日（日）] 

   第 3回霧島市 10万本植林プロジェクト植林教室 

 いつも 12月とは思われないぐらいの穏やかな、時として汗ばむぐらいの日です。 

 参加された 600 名、諸々のスタッフ合計約 700 名のみなさんと共に、この壮大なプロジ

ェクトの序奏を奏でました。まだまだ序章ですが、霧島の悠久の歴史にエポックを刻んで、

次の世代に引き継ぐことができると確信しました。美しい自然と霧島人の物語に人生の夢

を託して、天孫降臨の神話の里に新たな神話が生まれつつあります。 

 壇上に立つ宮脇昭先生の「これが、この土地にあるべき主木のひとつです。タブノキ、

タブノキ、タブノキ・・・。まじぇる、まじぇる、まじぇる・・・。」声が響きました。「生

きていく上で最高条件が必ずしも最適条件ではありません。生理的欲望がすべて満足でき

る最高条件の少し手前の、やや厳しい状態こそ、生態学的な最適条件あることを長いいの

ちの歴史は教えています。約 40億年途切れることなく続いてきた地球のいのちの歴史を見

つめ直しましょう。そして、現在危機に瀕している地球環境と森林の劣化・消滅の現実を

直視してください。緑の植物が濃縮した立体的な土地本来の森は、照葉樹林域では主木が

深根性、直根性であるため、台風や地震にも簡単には倒れません。」そして「人間の手でや

る最後の水。苗を満水のトロ箱に 45度の角度で、しっかりと水に浸してください。」 

    

 



              

  

  

 



 ＜植林開始です。＞ 

    

 

 

         

              



   

   

    

 

    

 

         



      

 

       

 

 

     

 



 ＜集合写真＞ 

 

＜植林教室を終えて＞ 

       

       



    

 

    

     

 



 2 宮脇昭方式霧島マイスター養成講座（霧島から世界へ） 

   【平成 26年 12月 22日（土）】 

  受講者が、世界のどこにいても宮脇昭方式の植林ができるように！ 

  明日の植林教室のリーダーができるように、宮脇先生の指導によるマイスター養成講

座です。 

    いのちを守る森づくりー霧島から世界へー 

  「いのち」を守る「ふるさとの森」づくりとは、21世紀の鎮守の森を再生するための取

組です。日本人が堂々と誇るべき鎮守の森を守り、つくり、世界に向けて発信することが、

21世紀の地球を救う足がかりとなります。 

  

 

   



 3 ドングリ環境学習及び体験活動 

 

 

 

  

  ＊塚脇農園の様子 

         

 

 

    

① ドングリ鉢上げ体験活動 

平成 26年 5 月 24 日 

塚脇農園 

 

 

 

② タブ・ヤマモモ・ヤマザクラなどの種まき、鉢上

げ体験活動 

平成 26年 8 月 23 日 

塚脇農園 

 

 

③ ドングリ拾い環境学習 

平成 26年 11 月 29 日 

国分上野原縄文の森 

 

 

 

④ アラカシ等のドングリ種まき環境学習 

平成 27年 3 月 7 日 

塚脇農園 

 

 

 このように少しずつは、育

苗ができるようになりまし

た。 

第 6回植林教室→200本 

目標→1年に 500本 



4 小さな森（ポケットフォレスト）の普及 

 ① 台風被害の民地 180 ㎡に 63 本の照葉樹の森づくり 

    平成 26 年 5 月 22 日 参加者 11 名 

       

 ② 霧島市立塚脇小学校敷地内約 15㎡に 26種 48本の照葉樹の森づくり 

   平成 27年 3月 2日 塚脇小学校 6年生 2名 卒業記念樹として 

     

  

   

5 他の団体等の植林活動に参加 

 ① 鹿児島県姶良・伊佐振興局植樹祭（毎年） 

   平成 26年 10月 25日 

       

 ② 宮崎県都城どんぐり 1,000年の森づくりなど 

 

 

 

 



6 自然生態系及び地球温暖化に関する活動 

 ① 「霧島山森林生物遺伝資源保存林」再生に向けた現地調査 

 ② ノヒメユリ等の植生調査・保護活動（周年） 

  

  

 ➂ 環境省登録「鹿児島カーボンマネージメント協議会」との活動（随時） 

   ＊「環境フェスタかごしま」で特別賞 土着微生物活性資材普及で 

    

7 自然関係諸団体等との交流 

 ① 霧島連山保護協議会との交流 

  ア 霧島ゴミゼロ作戦 

  イ 霧島連山安全祈願祭 

  ウ ノカイドウ保全対策（年 2回） 

     

環境省指定絶滅危惧種 

「ノヒメユリ」 

 

 

 

 

鹿児島県指定絶滅危惧種 

「カワラナデシコ」 

＊希少種以外の植生の調査（周

年） 



  ② 霧島連山希少植物保全調査会との交流 

   ア キリシマツツジやユウスゲ等の保全活動（周年） 

     

   イ 自然保護啓発パトロールの実施（周年） 

   ウ キリシマ山系希少植物等の講演会の開催 

 

 

8 霧島山系の植生など 

（1） 特記・・・植生から見た霧島 

 地質が非常に古い四国などでは、古い植物群が多くみられるが、霧島は若い火山

であるので古い植物群はほとんどない。その代り、厳しい環境の中で特殊な種分化

をしてきたと思われる種がいくつかある。霧島特有の植物、ノカイドウ、キリシマ

ミズキ、キリシマグミなどはこうしてできた植物かもしれない。 

  

        霧島の花



 

 霧島の植物、ノカイドウ・キリシマミズキ・キリシマグミです。火山活動という厳しい

環境の中で特殊な種分化をしてきたようです。（右上からキリシマミズキ、ノカイドウ、キリシマグミ） 

 ノカイドウは、この地球上で自生地は霧島山だけです。 

（2）特記・・・シカと生物多様性 

         

         消える霧島の植物、中には地球上から消えたものもある。 

  ＜このまま放置すると＞ 

1 植生の単純化と多様性の喪失 

① 照葉樹林帯は、シイ・タブ・カシ等の潜在植生の生物多様性に富んだ森からシ 

カの嫌いなクスノキ科の優先林帯（生物多様性に薄い）に移行する。 

② 林床の植生は、シカの嫌いな種や不嗜好種だけが繁茂していく。 

③ 希少種が消える。  ノカイドウも危ない。 

      

   シカの白骨、ノカイドウの保護柵に挟まって   シカの嫌いな植物の繁茂 ヤブレガサの一種 



2 草食性昆虫の減少 

3 土砂流出 

④ 国土の崩壊 

⑤ 河川の汚濁  河川植物への影響 

  4 山の保水力の減少 水不足 

＊生物多様性保全に向けたシカの個体数保護・管理の課題が残る。 

＊今後、新燃岳噴火の降灰によって起こりうる両者への影響がある。 

（3）特記・・・霧島の里山 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「霧島の里山」は 

 ・ 立山 

   建築材等の有用樹を育てる。 

 ・ 立野  

  屋根用や飼料用の茅を育てる。 

 ・ 竹山 

  筍，生活具製作用の竹を採る。 

 ・ 神山 

  鎮守の森，「いのちの森」です。鹿児島では、この神山以外は人の手から遠ざかっていま

す。この「潜在自然植生」を広げ、共存することが人間にとって何よりも必要です。ま

た、典型的な多層群落の森でもあります。 

 ・ 薪山 

 燃料・肥料供給地 

・ 炭焼山  

  木炭の供給地     から成っています。 


